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世界最小の熱陰極型重水素ランプを新しく開発し搭載 

同サイズの光源では世界最高の安定性で高出力を実現した、 

小型紫外-可視Ｓ２Ｄ２ファイバ光源「Ｌ１０６７１」を新発売 

 
２００７年８月 

 
本社：浜松市中区砂山町３２５－６ 
代表取締役会長兼社長：晝馬 輝夫（ひるま てるお） 

 
当社は、従来品の約５分の１と世界最小の熱陰極型重水素ランプを開発し搭載した、高

安定で高出力な小型紫外-可視（ＵＶ-ＶＩＳ）Ｓ２Ｄ２ファイバ光源「Ｌ１０６７１」を、

８月２９日から国内外の小型分光器など分析機器メーカーに向けて発売します。これによ

り、工場内で廃液の水質検査をする高性能でハンディタイプの環境計測器をはじめ、小型

サイズの分光光度計やバイオ研究機器などの開発が期待されます。 
なお、本製品は、８月２９日(水)から幕張メッセ・国際展示場（千葉市美浜区）で開催

される、分析に関する日本最大規模の展示会「２００７分析展」に出展します。 

 
＜製品の概要＞ 

Ｓ２Ｄ２ファイバ光源（Stable&Small Deuterium(D2) Lamp）は、世界最小の熱陰極型重水

素ランプを搭載した、放射波長範囲が紫外から可視光（２００ｎｍ～１６００ｎｍ）の計

測機器に用いられるファイバ出力の光源です。 

新たに開発した重水素ランプは、絶縁部にセラミックスを採用し、当社の電子管製造技

術によって、従来品の約５分の１まで小型化に成功したものです。ランプの小型化により

ファイバ光源も当社従来品の約２５分の１と大幅に小型（７２ｍｍ×９０ｍｍ×４０ｍｍ）

になり、同程度に小型で重水素を用いた無電極放電管（以下、ＥＤＬ）を搭載した光源に

比べ、安定性が約５０倍と世界最高で、光出力も約１０倍と高輝度を実現しています。 

近年、環境規制が厳しくなるなかで、工場内の水質検査でもハンディタイプで簡便に、

しかも高精度で計測できる検査機器の開発が望まれていました。本製品は、材料などの成

分を分析する分光光度計をはじめ、重金属・鉛などの水質や窒素酸化物などの大気の環境

計測、核酸やアミノ酸などのバイオ関連の計測、ウエハ膜表面の半導体検査、残留農薬の

検査などに有用です。また、高安定であることから、分析化学などで用いられる高速液体

クロマトグラフィ（ＨＰＬＣ）にも使用が可能です。 

 

 



＜主な特長＞ 

１、小型化により高性能なハンディタイプの計測機器が実現 

当社ならではの電子管製造ノウハウで、絶縁性・耐熱性の高いセラミックスを積層して

位置精度を高め、陰極を低ワット用に設計することによって、世界最小の熱陰極型重水

素ランプを新たに開発しました。このランプをファイバ光源に搭載したことにより、当

社従来品の約２５分の１、ＥＤＬを搭載した光源と同等以下まで小型化を実現しました。 

また、１０ＶＡと低消費電力により、持ち運び可能なバッテリー駆動の計測機器の開発

が期待されます。 

 

２、高安定により高精度な計測が可能 

高い安定性で実績のある熱陰極型重水素ランプと同じ構造で設計したため、出力変動の

フラツキは０.００４％ｐ－ｐ（ｔｙｐ．）で、同程度の高い安定性を実現しています。

これは、ＥＤＬに比べて約５０倍と同じサイズのファイバ光源では世界最高の安定性を

実現しています。これにより、より高精度な計測が可能になります。 

 

３、高出力により高精度な計測が可能 

ＥＤＬは、面光源のため集光が難しく光出力が低くなるため、ファイバ出力に向かない

というデメリットがあります。本製品に用いた重水素ランプは、熱陰極型の点光源のた

め１点から出る強い光を効率よく集光してファイバに導光できるため、ＥＤＬに対して

は約１０倍、当社従来品の約２５分の１の大きさにもかかわらず、出力は約８分の１程

度に留め高出力を実現しています。これにより、より高精度な計測が可能になります。 

 

４、ランプ交換が容易 

ランプはソケットへ挿入するタイプとなっており、ケースカバーを外すだけでランプ交

換が可能です。 

 
●主な仕様 

項目 内容 

放射波長範囲 ２００ｎｍ～１６００ｎｍ 

内蔵ランプ（波長範囲） 
重水素ランプ（２００ｎｍ～４００ｎｍ） 

タングステンランプ（４００ｎｍ～１６００ｎｍ） 

フラツキ（Ｔｙｐ．） ０．００４％ｐ－ｐ 
出力変動 

ドリフト（Ｍａｘ） ±０．２５％／ｈ 

入力電圧（ＤＣ） １２Ｖ 

ランプ寿命 ８００時間  

消費電力 約１０ＶＡ 

質     量 約２００ｇ 

 
●
 
発 売 日   ２００７年８月２９日 

●価格（税別）   小型紫外-可視（ＵＶ-ＶＩＳ）Ｓ２Ｄ２ファイバ光源 
「Ｌ１０６７１」２３万円(ライトガイド別売) 

 
●販売目標金額   １年目 ８,０００万円／年 、３年後 ２億円／年 
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世界最小の熱陰極型重水素ランプ（右は従来品） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小型紫外-可視Ｓ２Ｄ２ファイバ光源「Ｌ１０６７１」（ライトガイドは別売） 

 

この件に関するお問い合わせ先 
■報道関係の方 浜松ホトニクス株式会社 広報グループ  海野 賢二  

          〒430-8587 浜松市中区砂山町３２５番地の６ 日本生命浜松駅前ビル 
                TEL０５３－４５２－２１４１ FAX０５３－４５６－７８８８ 
                時間外は、携帯電話０９０－４０８０－３５０１へお願いします 

E-mail:k-unno@hq.hpk.co.jp 
■一般の方 浜松ホトニクス株式会社 電子管営業部 外国営業  清 勇二郎 

〒438-0193 静岡県磐田市下神増３１４－５ 
TEL０５３９－６２－５２４８ FAX０５３９－６２－２２０５ 
E-mail: sei@etd.hpk.co.jp 
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